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は　じ　め　に

　報告者が取り組んでいる研究（以下，本研究）
は，高等学校公民科の中でも，道徳教育の中核
的な役割を期待されている科目「倫理」の従前
のカリキュラムを，「市民性教育」としてのそ
れへと改善することを目的としている。
　科学・技術の進歩等に伴い現代社会が急変す
る中，われわれが抱えるようになった倫理的諸
問題には，これまで規準にしてきた価値観の枠
を越えるものも多い。したがってこれからの学
校教育において育成が求められる市民的資質の
中核には，現代社会の倫理的問題の認識とそれ
に対する自己の価値観形成だけでなく，将来に
わたって問題を自らにも関わる切実なこととし
て認識し，それに対する自己の価値観を，既存
の多様な諸価値観を手がかりにしながら自ら吟
味したり修正したりしていく，すなわち形成し
ていく力があると考えられる。筆者はこれを，
「現代社会の倫理的問題に対する価値観形成力」
（以下「価値観形成力」）と呼びたい。
　このような資質の育成には，社会についての
科学的な事実認識や価値認識を通して市民的資
質を育成しようとしてきた社会認識教育（すな
わち「市民性教育」），中でも価値認識に深く関
わる「倫理」教育がますます重要になると考え
られるのである。
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1． これまでの「倫理」カリキュラムの
抱える課題

　しかしこうした動きに対し，従前の公民科
「倫理」教育，その根幹を成すカリキュラムは
充分に応えうるものとはなっていないのである。
こうした高等学校現場の実践の基準になってい
るのは高等学校学習指導要領「倫理」の内容構
成であり，これを分析すると，従前のカリキュ
ラムの基本的な課題が明らかとなる。
　そこにある主要な課題は次の 3点である1）。
　第 1に，現代社会及び内包されている倫理的
問題の認識を十分させるようになっていないこ
とである。すなわち，現代社会の特質と倫理的
問題について扱うのは基本的に年度終盤になっ
てからであり，年間を通して問題を考えさせる
ようになっていないのである。これでは，倫理
的問題に対する自己の価値観を吟味したり，修
正したりしてみることが十分できない。
　第 2に，倫理的問題に対する自己の価値観を
形成する手がかりであるはずの，先人などの思
想や考え方の理解が，実際に倫理的問題を取り
上げる前に位置づけられていることである。ま
た，手がかりにするにはどのようにすればよい
かも十分示されていないことである。これでは
生徒は，倫理的問題と関わりなく，先人の思想
を理解させられたり，教え込まれたりするだけ
に止まってしまう。このような教養主義的で，
閉ざされた学習によっては，倫理的問題に対す
るのとは別の固定的な価値観が確立されるだけ
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であり，従来の規準によっては直ちに判断でき
ないような今日の倫理的問題に対するそれは形
成できない。
　第 3に，生徒が主体的に倫理的問題に対する
自己の価値観を形成してみる，さらにはそれを
繰り返してみるようにはなっていないことであ
る。これでは，学習指導要領上も求められるよ
うになっている「倫理的な見方や考え方」，す
なわち倫理的問題を切実なこととして気づき，
他者の価値観などを手がかりにして，その問題
に対する自己の価値観を形成する資質を形成す
ることは困難となる。
　これらの学習指導要領の内容構成上の課題の
背景には，高等学校における道徳教育の考え方
として，これまで公民科「倫理」の目標に組み
入れられてきた「人間としての在り方生き方に
関する教育」（以下，「在り方生き方教育」）と
いう考え方があると考えられる。
　この考え方は，基本的に生徒の人生観・世界
観ないし価値観の確立を求めるものであるが，
そのための現代社会の認識を重視していないと
考えられる。なぜなら，上述の通りの内容構成
だからである。また，現代社会の事実認識に深
く関わり，「倫理」との連携も求められている
科目「政治・経済」の目標には「在り方生き方
教育」に関する記述がないのである。
　この考え方は，現代社会の認識とは別に，先
人の思想や考え方等を理解させておくことで，
生徒の価値観の確立を目指していると考えられ
る。

2． 「市民性教育」としての「倫理」カリ
キュラムの視点

　では，このような課題を克服するカリキュラ
ム編成の視点はどのようなものでろうか。
　まず，現代社会及びその根本にある倫理的問
題を年間を通して扱えるようにすることである。
　次に，その倫理的問題に対する他者の価値観

を生徒が見付け選びとり，それを自己の価値観
の吟味や修正（すなわち形成）の手がかりにで
きるようにすることである。
　さらに，このような主体的で開かれた学習を
繰り返し行えるようにすることである。すなわ
ち，生徒が繰り返し，現代社会の倫理的問題に
対し，他者の価値観を手がかりにして自己の価
値観を吟味したり，修正したりする学習をして
ゆくことで，開かれた価値観を形成できるとと
もに，「価値観形成力」（ないし「倫理的な見方
や考え方」）を育成しようとするのである。

3．　市民的資質を育成する「倫理」カリ
キュラムの構造

　このような視点を踏まえると，年間の「倫理」
カリキュラムの構造は次のようになる。
　①導入部には，諸社会問題の認識を通して，
生徒がそれらの根本，基本にある倫理的問題に
気づき，自分の問題として考えてみて，一先ず
それらに対して価値判断した内容（すなわちこ
の段階での自己の価値観）を表現してみる。
　②展開部には，それらの現代社会の倫理的諸
問題について，先ず現代の社会構造に関する
（主として民主主義，資本主義に関する）倫理
的問題を，次いで現代の文化構造に関する（主
として生命，情報，環境に関する）倫理的問題
を取り上げ，繰り返し自己の価値観を吟味した
り修正したりしていく。
　③終結部では，これらの現代社会の倫理的諸
問題が生じてきた中核的な要因と考えられる科
学・技術の発展に関する（主として原子力の発
見と開発に関する）倫理的問題を取り上げ，こ
れに対する自己の価値観を，これまでの学習を
総動員するとともに，新たな他者の価値観も手
がかりにして形成していく。
　また，倫理的問題を取り上げる各単元は次の
ような展開となる。
　①導入部では，現代社会の倫理的問題に気づ
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き，自らにも切実なこととして認識し，それに
対する価値判断（自己の価値観）を表現してみ
る。またそれをよりよくするための学習を計画
する。
　②展開部では，計画により，手がかりとなる
先人の価値観を調べ，理解や比較をし，手がか
りとなる点を摂取する（すなわち先人との対話
をする）。また，摂取して修正した自己の価値
観を表現し合い，吟味し合い，手がかりとなる
点は接収する（すなわち学級の仲間と対話す
る）。
　③終結部では，問題に対して吟味や修正をし
てきた自己の価値観を表現し合い，評価し合い，
（計画・実施した学習についても評価し合い，）
残された課題に気付く。

お　わ　り　に

　このような視点及び構造に基づく「倫理」の
年間レベルのカリキュラムデザイン案及び，各
単元の構成案については拙稿において既に示し
てきた2）。現在は，これに基づき単元構成の理
論仮説をつくり，カリキュラムデザインを修正
し，全単元の開発を進めている。特に展開部の
倫理的諸問題を取り上げた単元については，そ
れぞれ広島県内の高等学校及び本学の授業にお
いて一部を実施し，その結果をもとに改善を
行っている。
　今後は，これまでに明らかにしたカリキュラ
ムの理論仮説及び開発した全単元を統合してみ
て，それらの整合性を吟味し，「市民性教育」
としての「倫理」カリキュラムを構築していき
たい。
　本研究集会では，このように開発しつつある
カリキュラムデザインとそれに基づく幾つかの

単元を提示することが出来た。参加者の皆様か
らは貴重な御批判，御示唆を頂くことができた。
（近似の内容を学生に実践した場合，どのよう
な手ごたえが得られるのか，倫理学の講義とし
てはどのような意義を持つと考えられるか，必
要な知識は，よく教示しておく必要があるので
はないか，等。）
　さらに筆者が，かつて「在り方生き方教育」
の視点から開発した単元と，本研究で「市民性
教育」の視点から開発した単元とを対比し御検
討頂くこともでき，有難い機会となった。
　今回の発表と報告を通して，これまでの自身
の研究を整理することができ，前進していく力
を与えていただいた。このような機会を与えて
くださった皆様に感謝申し上げたい。

注
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